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はじめに
分析が終わった後のプロセスサンプルは、環境関連法規に従って
適切に廃棄処理しなければなりません。しかし今日においても従
来同様に、サンプルは大気に放出されている例がほとんどです。
環境関連法規がより厳しくなりつつある現在、例え違法ではないに
してもサンプルを大気に放出することは望ましくありません。
正確な分析結果を得る為には、分析装置を安定した条件の下で
校正し、操作しなければなりません。安定させたい条件としては
温度、流量、圧力などがあり、特に計測セルの圧力安定は重要
です。分析装置の排出ガスを大気に放出することは、手間がかか
らないだけでなく、大気圧は分析装置の計測セルにとって非常に
安定したリファレンス圧力にもなっています。計測セルは大気圧を
基準にしている、とも言えます。分析装置の排出ガスはベントヘッダ
ーに収集され、ベントヘッダーから大気に放出されるか、あるいは
プロセスラインに戻すことが一般的でした。大気放出が出来ない
場合は、ほとんどプラントの燃焼筒で燃焼処理されてきました。ところが燃焼筒の圧力は、上流プロセスの
変化によって発生するバックプレッシャーによって20psig、あるいはそれ以上も変動します。分析装置を燃焼
筒のベントヘッダーに接続すると、このような変動する圧力が測定セルの基準となってしまいます。この圧

力変動を確認せず放置すると、分析装置の計測結果に重大な誤
差を与えることになります。
パーカー・ベントマスターの機能は、ベントヘッダーの圧力を制御
することによって分析装置に排気側圧力変動の影響を与えないこ
とと、ベントヘッダーからの排出ガスを燃焼筒などの圧力変動に関
係なく吸引排気することです。
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機能のオプション

ベントマスターには以下のアプリケーションに対応する最適の構成オプションがあります。

■エダクターモデル（EDR）は最も一般的な構成で、分析装置からの排出ガスを燃焼筒に排気するものです
。エダクター（真空発生器）を駆動するためのバルク窒素が必要となります。

■天然ガスエダクターモデル（EDRNB）は上記EDRと大きな違いはありませんが、エダクターの駆動ガスとし
て窒素の代わりに天然ガスを使用するものです。

■ポンプモデル(PMP)は、分析装置からの排出ガスを20psig以上の圧力によってプロセスラインに戻したり
任意のポイントに送出するアプリケーションに対応します。

■ポンプもエダクターも使用しないモデル（NPE）は、プラントに付帯する真空システムを利用するものです。

全てのモデルは、上流のガス流量や下流の圧力変動にかかわらずベントヘッダー圧力を下記グラフに示す
ように一定に維持します。
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エダクター(EDR)モデルの動作原理

このモデルは設置や操作の容易な小型ケースに収められたレギュレータ、ゲージ、流量計、コントローラ及
びエダクターから構成されています。大型の高感度なダイヤフラムを持つ低圧レギュレータ（PR-1）も付属し
ますが、これは7ページの図に示すようにベントヘッダーに直接取り付けます。エダクターの吸引流量によっ
て、ベントマスターが処理できる分析装置からの排出ガス流量が決まります。EDRモデルは排出ガス流量、
排気ポイントのバックプレッシャーそして駆動用窒素圧の選択が出来ます。
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PR-1はベントヘッダーの圧力調整器です。ベントヘッダーに補給ガスとして窒素を供給し、ベントヘッダ
ーを適切な圧力で安定させます。各分析装置からの排出ガス量が変化しても、PR-1はヘッダー圧力を
検知して補給窒素を必要な量だけ供給し、+1“ WCの圧力に維持します。同時にエダクターは、ベントヘッ
ダーから一定量の分析装置排出ガスと補給窒素の混合ガスを排気します。例として、ベントヘッダーの
流量調整（FI-1）を14SLPM、分析装置からベントヘッダーへの排出ガス合計を12SLPM、PR-1からの補
給窒素を2SLPMとします。ベントマスターの排気量はエダクター能力に依存します。エダクターは6ページ
の性能曲線で示すように排気能力の違う3種類があります。全種類とも各流量能力範囲において、ベント
ヘッダーの圧力変動は0.3”WC以内であることがテストで確認されています。

ベントマスターは窒素節約機能を持ち、エダクターの真空圧を6”Hgに維持するに必要な最小限の窒素の
み消費するように動作します。即ちエダクター出口圧を1psigに維持するために必要な駆動窒素圧を約
20psigに調整して窒素を節約します。エダクターの出口圧が上昇（燃焼筒ヘッダーの圧力上昇）すると、
エダクターの真空度が悪化（大気圧に近づく）します。窒素節約機能は真空度の悪化を検知し、自動的
にエダクター駆動窒素量を増やし、ベントヘッダーからの排気量を一定に維持する為に必要な差圧を維
持することとなります。エダクター駆動窒素は3-9SCFMの間で、下のグラフに示すようにエダクター出口
圧に応じて調整されます。

注意：標準のPR-1はダイヤフラムに内部リリーフバルブを持っています。
リリーフバルブはベントヘッダー圧が7”WCを超えたとき開きます。PR-1
のベントポートは、ベントヘッダーのガスに対して安全で大気圧を維持し
ているところに接続しなれければなりません。ベントポートの圧力変動は
、ベントヘッダーの圧力に影響を与えます。リリーフバルブを持たない
PR-1については弊社にお問い合わせください。

不活性である窒素は通常の補給ガスとして、またエダクター駆動ガスとし
て使用されます。窒素が不適当な場合は、天然ガスやその他のプロセス
に適切なガスをエダクター駆動ガスとして使用できます。この場合は、
EDRNBモデルを選択してください。
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エダクター駆動ガス／バックプレッシャー／流量曲線

EDRモデルでは、3種類のエダクターか
ら適切なものを選択することが出来ま
す。エダクターを選択する要素は次の3
点です。
■駆動窒素の供給可能圧力
■ベントヘッダーから排気する最大ガス
流量
■燃焼筒などからの最大バックプレッシ
ャー
右のグラフからアプリケーションに最適
なエダクターを選定します。流量とバッ
クプレッシャーがExample 1としてプロッ
トされています。プロットされている領域
の全体がEductor Motive ForceValue
(Nitrogen)(エダクター駆動窒素)曲線の
内側にある必要があります。

Example 1:分析装置棟で8台の装置が
連続運転されています。各装置は
1SPMのガスを排出します。補給窒素は
2SLPMです。よって合計流量は
10SLPMとなります。燃焼筒の圧力は通
常1-2psigですが、プロセスの変動によ
るバックプレッシャーのスパイク(瞬間最
大値)が22psigになります。供給可能な
窒素圧は90psigとします。

右のグラフの赤い破線は、前述のよう
に最大流量とバックプレッシャーを示し
ます。このアプリケーションにおいては
、Eductor Aを選択する必要があります
。Aだけが、赤い破線領域を90psigの曲
線が含むことが出来るからです。BとC
は90psigの駆動窒素圧力では、22psig
のバックプレッシャーに打ち勝って
10SLPMのガスを排気することができま
せん。

Example2:分析装置棟からの合計排出
ガスを33SLPMとします。この排出ガス
を35-45psigの圧力を持つプロセスライ
ンに戻すものとします。このアプリケー
ションではエダクターモデルでは対応で
きません。この場合は、メカニカルポン
プモデルを選択します。
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窒素エダクター（EDR）モデルの設置、立ち上げ手順

1. 下の接続図のように全ての接続が正しく施工されたことを確認します。ここで非常に重要なのは、ベ
ントヘッダーとPR-1間の圧力損失を最低限に抑えることです。従って、3/4”の直線配管を推奨しま
す。

2. V-1を閉じます。
3. エダクター出口から燃焼筒までの配管に、ガスの流れに対する障害物が無いことを確認します。流

路の阻害はPR-1をベントさせ、システムに損傷を招くことがあります。
4. V-2を開けて、窒素を導入します。
5. PI-1が20psigになるようにPR-2を調整します。
6. PI-4は6”Hg真空圧となるはずです。調整が必要な場合は、ケースの上部左側の小さいカバー（Xマ

ーク）を1/8”六角レンチで外し、6”Hg真空圧となるように設定値を調整します。調整後カバーを戻し
ます。

7. FI-1流量計のニードルバルブを調整して、分析装置からの最大排出ガス流量より少なくても2SLPM
多い流量にします。例：分析装置からベントマスターへの流量が10SLPMであれば、流量計を
12SLPM以上に調整します。

8. この時PI-2は約1”WCを示します。PR-1の設定値は固定であり、現場調整は出来ません。
9. V-1を開けます。
10. ベントマスターは動作を開始し、ヘッダー圧力を1”WC±0.15”に維持されます。燃焼筒圧力が上昇

すれば、PI-3(エダクター駆動圧)も上昇します。PI-3は燃焼筒圧の変動に応じて上下します。
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天然ガスエダクター（EDRNB）モデルの設置、立ち上げ手順

1. 下の接続図のように全ての接続が正しく施工されたことを確認します。ここで非常に重要なのは、
ベントヘッダーとPR-1間の圧力損失を最低限に抑えることです。従って、3/4”の直線配管を推奨し
ます。

2. V-1を閉じます。
3. エダクター出口から燃焼筒までの配管に、ガスの流れに対する障害物が無いことを確認します。流

路の阻害はPR-1をベントさせ、システムに損傷を招くことがあります。
4. 40psig Air Supplyを開きます。次に、V-2を開き燃焼ガスを導入します。
5. PI-4は6”Hg真空圧となるはずです。調整が必要な場合は、ケースの上部左側の小さいカバー（Xマ

ーク）を1/8”六角レンチで外し、6”Hg真空圧となるように設定値を調整します。調整後カバーを戻し
ます。

6. FI-1流量計のニードルバルブを調整して、分析装置からの排出ガス流量より少なくても2SLPM多い
流量にします。例：分析装置からベントマスターへの流量が10SLPMであれば、流量計を12SLPM以
上に調整します。

7. この時PI-2は約1”WCを示します。PR-1の設定値は固定であり、現場調整は出来ません。
8. V-1を開けます。
9. ベントマスターは動作を開始し、ヘッダー圧力を1”WC±0.15”に維持します。燃焼筒圧力が上昇す

れば、PI-3(エダクター駆動圧)も上昇します。PI-3は燃焼筒圧の変動に応じて上下します。
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ポンプ(PMP)モデルの動作原理

排気ガス流量やバックプレッシャーがエダクターモデルの能力を超える場合やエダクター駆動窒素(天然
ガス）の使用が適切で無い場合は、ポンプモデルを採用することが出来ます。ポンプは通常渦巻きポンプ
または容積式ポンプ(他社製)が使用されます。メカニカルポンプの利点は、エダクターモデルよりも非常に
高いバックプレッシャーに対応できることと、駆動用窒素(天然ガス）を必要としないことです。不利な点は、
エダクターと違って構造が複雑な為メインテナンスが必要なことです。

メカニカルポンプを使用する場合は、窒素節約機能が不要となります。代わりに真空レギュレータでポンプ
の吸引圧をコントロールします。これは、ポンプへの窒素（またはプロセスに適切なガス）流量を制御して、
吸引圧を6”Hg真空圧に調整するものです。流量計のスロットルバルブの動作によって、差圧を調整し、ベ
ントヘッダーからのガス流量を一定に維持する機能です。ベントヘッダーからの流量は200SLPMまで非常
に安定し、従って圧力も一定となります。
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ポンプ（PMP）モデルの設置、立ち上げ手順

1. 下の接続図のように全ての接続が正しく施工されたことを確認します。ここで非常に重要なのは
、ベントヘッダーとPR-1間の圧力損失を最低限に抑えることです。従って、3/4”の直線配管を
推奨します。

2. V-1を閉じます。
3. V-2を開き、窒素を導入します。
4. PR-2を調整して、PI-1の読みを20psigにします。
5. ポンプを起動します。
6. PR-3を調整して、PI-4の読みを6”Hg真空圧にします。
7. FI-1流量計のニードルバルブを調整して、分析装置からの排出ガス流量より少なくても2SLPM

多い流量にします。例：分析装置からベントマスターへの流量が10SLPMであれば、流量計を
12SLPM以上に調整します。

8. この時、PI-2は約1”WCとなります。PR-1の設定値は固定です。
9. V-1を開きます。
10. ベントマスターは動作を開始しました。ヘッダー圧力は約1”WC±0.15に維持されます。
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ポンプ無し、エダクター無し(NPE)モデルの動作原理

18SLPMの流量を得る為に、少なくても-2.5psigの圧力が流量計出口側スロットルバルブに必要となります。こ
の圧力はエダクター、メカニカルポンプ又は何らかの設備によって用意する必要があります。この低圧が用意
できれば、ポンプもエダクター駆動窒素も不要です。ベントマスターはバキュームアイソレーションバルブ（V-1）
を内蔵します。このバルブは負荷バルブとして動作し、流量計スロットルバルブの真空圧を制限します。
真空レギュレータも内蔵されています。負荷バルブは真空レギュレータからのガス量を制限し、流量計出口バ
ルブの真空度を調整します。真空レギュレータの能力には限界があり、外部真空元の圧力を完全に調整する
ことは出来ません。従って、負荷バルブが外部真空元への流量を制御します。即ち、外部真空元の圧力はV-1
バルブで調整され、さらに流量計出口側スロットルバルブの圧力は真空レギュレータで調整されます。
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ポンプ無し、エダクター無し (NPE)モデルの設置、立ち上げ手順

1. 下の接続図のように全ての接続が正しく施工されたことを確認します。ここで非常に重要なのは、ベン
トヘッダーとPR-1間の圧力損失を最低限に抑えることです。従って、3/4”の直線配管を推奨します。

2. V-1を閉めます。
3. FI-1を全開にします。(反時計回り)
4. V-3を全閉にします。(時計回り)　次に2回転開きます。
5. V-2を開き、窒素を導入します。
6. PR-2を調整して、PI-1を20psigにします。
7. PR-3を調整して、PI-4を6”Hg真空圧にします。
8. V-3を調整して、分析装置からの排出ガス流量より少なくても2SLPM多い流量にします。例：分析装置

からベントマスターへの流量が10SLPMであれば、流量計を12SLPM以上に調整します。
9. このときPI-2は約1”WCになります。PR-1の設定値は固定です。
10. V-1を開きます。
11. ベントマスターは動作を開始し、ヘッダー圧力は1”WC±0.15”に維持されます。
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発注方法
正しいパーツナンバーは以下の例とチャートから簡単に導き出すことが出来ます。7区切りの記号の意味
はチャートの通りです。
例１：エダクターAモデル、23SLPM、ガラス管流量計、ベントマスターコントロールボックスとPR-1は共にミ
リサイズCPIRチューブ継手。
例2：ポンプモデル、100SLPM、強化ガラス流量計、ベントマスターコントロールボックスはインチサイズチ
ューブ継手、PR-1は継手無し。

寸法

仕様
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単位換算
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安全及びメインテナンス
安全
1. 全ての接続が正しく施工されたことを確認しま
す。

2. EDRモデルでは、エダクター出口から燃焼筒
への接続流路に障害物が無いことを確認し
ます。流れを阻害するものがあると、PR-1の
リリーフが動作し、システムに障害を与える
恐れがあります。

3. 標準PR-1レギュレータは、ダイヤフラムに自
己リリーフ機能を持っています。リリーフバル
ブはベントヘッダー圧が7”WCを超えたときだ
け開きます。PR-1ドーム上部のねじを切って
あるベントポートは大気圧の安全なところに
接続してください。ドーム圧の変化は、ベント
ヘッダー圧に影響を与えます。ドームベント
の接続姿勢は水平、あるいは下向きにして
液体が溜まらない様にしてください。

メインテナンス
ベントマスターはメカで構成されていますが、可動
部品はレギュレータのダイヤフラムだけです。従い
まして、実質的にはメインテナンスフリーです。
注意：標準PR-1のボディはカーボンスティールで
す。接ガス部は補給用窒素にのみ接触し、分析装
置からの排ガスには接触しません。PR-1を腐食性
ガス環境でご使用の場合は、ご相談ください。
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販売条件
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パーカー・ハネフィン日本株式会社

計装器機事業部

〒108-0071
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